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結果の概要

1．概説

　戦後急速に発展向上を逐げた国民の栄養状態は，昭和31年頃を境にして停滞気味の傾向にあつたが，こ

の1～2年は国民所得の向上生活水準の上昇や栄養知識の普及に伴なって穀類，いも類等の澱粉性食品は

減少の傾向をみせはじめており，反面動物性食品や油脂等の消費が大巾な増加を示すなど国民の栄養状態

は漸次質的な改善の傾向を見せている。

　また，栄養不足に起因するとみられる身体症候も僅かながら減少し，青少年の体位も順調に伸びつづけ

る等新しい食事形態を基盤として確実な向上を示しており，国民の食生活はこれまでの穀類中心の食生活

から抜けだして欧米諸国並に動物性食品の摂取増という形の新らしい段階に進展してきたものと推定され

る。

　　　大幅に増加した栄養摂取量

　昭和37年度における栄養摂取量は重要栄養素である動物性蛋白質が前年度に比し（＋）8．3％，脂肪（＋）

8．4％，カルシウム（＋）2．3％，ビタミンA（＋）8．1％，ビタミンB1（＋）5．8％，ビタミンB2（＋）5．5％　と

総合的に増加し，ここ数年みられなかった著しい変化を示している。

　しかし，熱量は2，030カロリーで前年に比べ（－）1．3％，ビタミンCは75mgで（－）1．3％の減少をみせて

いる。

　また，昭和45年度の目標値である栄養基準量に比較すると，脂肪，カルシウム，ビタミン類について

は，まだまだ不足の状態にあり，しかもビタミン類については，調理による損失を全然考慮していないの

で，実際の摂取量はもっと大きく基準量を下回るものと考えられる。

　　順調に伸びる油脂類，動物性食品

　次に食品群別摂取量についてみると前年に比べて，米は（－）3．2％，大麦（－）33．6％，いも類（－）16．5

％と減少し，油脂類，動物性食品は，いずれも大きな伸びを示し，特に動物性食品は獣鳥肉類卵類，乳及

び乳製品が純摂取量において，（＋）6．8グラム，（＋）4．7グラム，（＋）6．5グラムと増加し最近数年間にお

ける最大の伸びとなった。

　しかし，野菜，果実類の摂取量は殆んど変化がないか，あるいは若干の減少を示したことは，後述する

物価の値上りに多分の影響をうけているものと考えられる。

　なお，昭和37年度の食品群別摂取量を，昭和45年を目途とした食糧構成基準と比較すると，肉類は大幅

に増加して目標量を上回った結果を示したが，油脂，乳，卵については，目標に対して，なお，30～50％

の不足を示し，緑黄色野菜については年々減少の傾向がみえ，目標量の1／3をみたすにすぎない。

　　僅かに減少した身体症候

　昭和37年度における貧血・口角炎などの身体症候の発現率は20．5％で前年の発現率21．4％を僅かに下回

ってよくなったが，けん反射消失は9．3％で，前年の8．8％を上回っている。これを業態別に比較すると

生産者世帯は24．3％の発現率で消費者世帯の18．3％を上回り，特に口角炎とけん反射消失が引続き高率で



（25）

ことが目立っている。

　　　伸び続ける十代の成長

　この数年来国民の体位は向上し続けているが特に成長期における青少年の体位向上は目ざましいものが

あり，昭和37年度においても10代の男女とも身長，体重の増加が著しく特に男子では，12～15才の身長が

前年に比べて（＋）0．6～2．1cm，体重は（＋）0．8～1．5kgと近年にない増加を示した。一方女子の身長は順

調に伸びているが，体重については，特に18～20才が前年に引き続き0．66～0．40kg減少した結果がみら

れた。なお，栄養審議会が発表した昭和45年における体位の推計値と37年度の体位を比較すると，かなり

順調な発育を示している。

　次に業態別に体位を観察すると身長では前年に引き続き消費者世帯が生産者世帯を上回っている。しか

し体重についてみると，男女ともに10代の後半では，消費者世帯の方が生産者世帯に比しその伸びが停滞

している結果がみられる。

　　食材料費の変動

　昭和37年度の国民平均1人1日当りの食材料費は142，85円で前年に比べると（＋）13．7％の増加となって

いる。またこれを食品群別にみると，肉・卵・乳等の動物性食品や油脂類など栄養的に重要な食品に対す

る支出額は（＋）30．3％，（＋）26．3％と，大幅に増加しているが、実際に入手した量もまた（＋）12．1％，

（＋）15．2％とふえ，国民生活水準が向上したことなどのほかに国民が栄養に対する重要性を認識して来

た証拠と考えられる。しかし、穀類は前年に比し（＋）2．9％，野菜類が（＋）8．1％，果実類が（＋）25．8％と

支出額が増加したにも拘わらず入手量がそれぞれ（－）3．1％，（－）0．5％，（－）5．0％と減少していること

は，これら食品の摂取がかなり物価の値上りによって影響されているものと思われる。

　次に業態別に1人1日当りの食材料費をみると，消費者世帯が157，28円で最も高く，しかも前年に比べ

11．5％増加している。次がその他の世帯の121，25円で前年の（＋）10．8％増，最も低いのが生産者世帯の

117，37円で（＋）10．8％増となっている。また，この数年来の食材料費における消費者世帯と生産者世帯の

推移をみると大体同様な傾向で伸びているが，食品群別の支出構成をみると穀類を除く各品目において生

産者世帯は消費者世帯をかなり下回っている。

Ⅱ　各説

A　全国成績

1）　全国1人1日当り栄養摂取量

国民1人1日当りの栄養摂取量は第6表にみられるとおり，この数年は動物性食品と脂肪が若干伸びてい

るものの，他の栄養素は伸び悩みの傾向にあったが，昭和37年度においてはじめて1人1日当りの栄養摂

取量のうち動物性蛋白質，脂肪，カルシウム，ビタミン類等重要な栄養素がいづれもすべてこの数年にみ

られなかった大巾な増加を示したことは注目すべきことである。

しかし，昭和45年の目標値である栄養基準量に比較すると第1図のとおり脂肪，カルシウム，ビタミン類

はまだかなり不足の状態にある。
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　　　　　　第4表

昭和45年を目途とした栄養基準量（1人1日当り）

　　　熱量
　　　蛋白質

　　　脂肪

　　　カルシウム

　　　ビタミンA
　　　ビタミンB1

　　　ビタミンB2

　　　ビタミンC

昭和45年を目途とした食糧構成基準（1人1日当り）

　　　穀類
　　　いも類

　　　砂糖

　　　油脂

　　　大豆

　　　その他の豆
　　　魚介

　　　　　肉

　　　　　卵
　　　　　乳

　　　緑黄色野菜
　　　その他の野菜

　　　果実

　　　　第1図
昭和45年の目標値に対する現在（37年36年）の栄養状態

昭和45年の目標

熱量　蛋白質　脂肪　カルシウム　ビタミンA　ビタミンB1

ビタミンB2　ビタミンC

（イ）熱量

　熱量は2，080カロリーで前年度摂取量の2，106カロリーに比べて（－）1．3％減少した結果になっている。

これは基準量に比べても（－）9．6％不足しているが今年度の減少は主として穀類摂取の減少がその因をな

していると考えられる。

（ロ）蛋白質

　蛋白質の摂取量は70．4グラムで，総量において前年に比べ（＋）1．0％の伸びを示したが，そのうち栄養

的に増量が望ましい動物性蛋白質は27．3グラムで前年に比べて（＋）8．3％の増加を示していて，蛋白質

総量に対する動物性蛋白質の摂取比率も38．8％と上昇を見せている。

また，基準量に比較すると蛋白質は6％程不足していて，この数年の年次推移をみると総蛋白質としては

大きな変化はみられないが，動物性蛋白質の摂取比率の目標である40％に対して動物性蛋白質は年々増加

の傾向にある。

（ハ）脂肪

　脂肪の摂取量は，28．3グラムで前年に比べて（＋）8．4％の増加となっている。

　最近の年次推移をみると33年は23．7グラム，34年23．8グラム，35年24．7グラム，36年26．1グラムと他の

栄養素に比較して最も着実な伸びを示しているが基準量に比べては（－）25．5％不足である。

（二）ミネラル

　カルシウムの摂取量は402ミリグラムで前年に比べて（＋）2．3％の増加となっている。
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第5表 昭和45年の食糧構成基準と栄養量

数量g　熱Cal量　蛋白質g　脂肪g　含水炭素g　カルシウムmg　ビタミンAI．U．

カロチンI．U．　ビタミンB1mg　ビタミンB2mg　ビタミンCmg食品群

穀類

いも

砂糖
油脂

大豆

その他の豆
魚介（ナマ）

　肉
　卵
　乳
緑黄色野菜
その他の野菜

果実

　計

なお，基準量に比較すると，まだ40％も不足であるが，この数年はわずかながらも増加の傾向にある。

燐の摂取量は1，315ミリグラムで前年に比べて若干減少している。

鉄の摂取量は13ミリグラムで前年と変らず年次推移をみてもこの数年は殆んど変化はみられない。

第6表　　　　　　　　　　栄養摂販量の年次推移

熱量Cal
蛋白質g

動物性蛋白／質総蛋白質％

脂肪　　　g
カルシウム　　ムmg
ビタミンA　　I．U．
ビタミンB1　mg
ビタミンB2　　mg

ビタミンC　mg

（ホ）ビタミン
　この調査では栄養量はすべて原食品の数値を計算したものであるが，他の栄養素と異なりビタミン類は

いずれも調理の過程においてその調理の方法によって差があるが平均してビタミンA20％，ビタミンB130％，

ビタミンB230％，ビタミンC50％程度の損耗があると考えられるので，この点基準量等と比較する場合は

十分な注意が必要である。

　ビタミンA

　ビタミンAの摂取量は1，327国際単位で，前年の摂取量に比べて（＋）8．1％増加しているが，基準量に

比較するとまだ30％不足しており，年次推移をみても余り大きな変化はみられない。

ビタミンB1

　ビタミンB1の摂取量は1．10ミリグラムで，前年の摂取量に比べて（＋）5．8％増加している。
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　なお，基準量の1．2ミリグラムに比較すると9％の不足である。

ビタミンB2

　ピタミンB2，の摂取量は0．77ミリグラムで，前年の摂取量0．73ミリグラムに比べて（＋）5・5％増加して

いるが，基準量に比べると36％程不足している。

　年次推移をみてもこの数年は殆んど変化はみられない。

　ビタミンC

　ビタミンCの摂取量は75ミリグラムで前年に比べて若干減少している。

第7表 日常生活の熱量所要量（昭年45年）

男

体表面積　基礎代謝基準値　基礎代謝量　日常生活の熱量所要量
年令

女

体表面積　基礎代謝基準値　基礎代謝量　日常生活の熱量所要量

注）日常生活のカロリー所要量は（　）内のもの採用

2）　全国1人1日当り食品群別摂取量

　最近数年間における主要食品の消費推移をみると，米食偏重の傾向はまだ改善されていないものの動物

性食品，油脂類，果実類等はいずれも増加しており，本年度も動物性食品，油脂類に大きな伸びがみられ

る。

　しかし，昭知45年を目途とする食糧構成基準と比較すると第2図のとおりで，全体的にまだまだ理想の
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第2図
昭和45年の目標値に対する現在（37年36年）の食糧摂取状態

穀類　いも　砂糖　油脂　大豆　その他豆　魚介（ナマ）　肉　卵　乳　緑黄色野菜　その他の野菜　果実

状態に近付けるための努力が必要である。

（イ）穀類

　この数年穀類は年々減少の傾向をたどっているが，37年度における穀類の摂取量は436．2グラムで前年

に比べて（－）3．1％減少している。

　第8表 穀類の消費推移
対前年比

総 量

米

大 麦

小 麦

雑 穀

米

米の摂取量は352．0グラムで前年に比べて（－）3．2％減少している。

大麦
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大麦の摂取量は15．0グラムで前年に比べて（－）33．6％と大巾に減少しており，穀類中最も減少が著し

い。

小麦

小麦の摂取量は米の豊作によってこの数年伸び悩みの傾向にあったが，本年度の摂取量は68．4グラムで

前年に比べ（＋）9．7％の増加を示した。

雑穀
雑穀の摂取量は0．8グラムで今後も食品としての複取は益々減少する傾向に向うものと思われる。

（ロ）いも類

　いも類の摂取量は53．8グラムで前年に比べ（－）16．5％の減少であり，これは食糧構成基準量の65グラ

ムに満たない摂取量である。

第9表　　　　　　　　　　　　いも類の消費推移　　　　　　　　　　　　（単位＝g）

総数
甘藷
馬鈴薯
その他のいも加工品

甘藷

甘藷の摂取量は10．8グラムで前年に比べて（－）29．9％と大きく減少している。

馬鈴薯
　馬鈴薯の摂取量は24．7グラムで前年に比べて（－）12．7％減少している。

（ハ）砂糖油

砂糖の摂取量は13．4グラムで前年に比べ（＋）3．9％増加している。

（ニ）油脂類

油脂類の摂取量は7．6グラムで前年に比べ（＋）15．2％増加している。

　しかし，昭和45年を目途とする食糧構成基準に対しては62．9％を満たすにすぎない。

第10表　　　　　　　　　　　　砂糖油脂類の消費推移　　　　　　（単位＝g）

砂糖類
油脂類

（ホ）豆腐

豆類の摂取量は70．8グラムで前年に比べて（＋）2．0％と若干増加している。

第11表　　　　　　　　　　　　　　　　豆類の消費推移　　　　　　　　　　　（単位＝g）

総数
大豆
味噌
大豆製品

その他の豆
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（へ）動物性食品

　本年度の動物性食品の摂取量は171．2グラムで前年に比べ（＋）12．1％とこの数年にみられない大巾な

増加を示した。

第12表　　　　　　　　　　動物性食品の消費推移

総数

魚介類

獣鳥肉類

卵類

乳及び乳製品

魚介類

魚介類の摂取量は74．5グラムで前年の摂取量73．8グラムに比べ殆んど変化はみられない。

獣鳥肉類

獣鳥肉類の摂取量は27．8グラムで前年に比べ（＋）32．4％と動物性食品中最も大きな伸びを示した。

第3図

動物性食品消費量の推移（全国）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚介類

乳類

肉類

卵類

卵類

卵類の摂取量は27．3グラムで前年に比べ（＋）20．8％増加している。
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　しかし，昭和45年を目途とする食糧構成基準に対してはまだ22％程不足している。

乳類

乳類の摂取量は41．7グラムで前年に比べ（＋）18．5％の増加でありここ数年順調に伸びている。

　しかし，45年の目標値に対しては42．9％で50％に満たない摂取量である。

（ト）野菜類
緑黄色野菜の摂取量は38．6グラムで前年に比べ（－）3．5％減少しており，昭和45年の目標値に対して

34．4％を満たすにすぎない。

　その他の野菜は121．0グラムで前年に比べ（＋）1．2％と若干増加がみられ，昭和45年の目標値に対して

23％程上回っている。

第13表 野菜・果実の消費推移

緑黄色野菜
その他の野菜
乾燥野菜（野菜加工品を合む）

野菜漬物
柑橘類・トマト
その他の果実

　　　　　第4図

　野菜・果実類の消費量推移（全国）

その他の野茱

その他の果実類

　　　　　　　　緑黄色野菜

柑橘類・トマト

　なお，野菜類消費の年次推移をみると第4図の

とおりである。

（チ）果実類

果実類の摂取量は80．1グラムで前年に比べ（－）

5．0％減少している。

その内訳は柑橘類，トマトが27．6グラムで前年に

比し（＋）21．1％増加したが，その他の果実は52．5

グラムで前年に比べ（－）14．6％と減少している。

　昭和45年の目標値に対しては42．2％を満たすに

すぎない。

3）　食品群別栄養構成（熱量および各栄養素の摂

取比率）

　これまでは各栄養素の摂取量および食品摂取量

について記述してきたが，更に食品群別に熱量，

および各栄養素の供給構成について検討してみよ

う。

熱量
昭和37年度における熱量の摂取構成をみると穀類から68．1％摂取しており，これを年次別にみると，33

年71．1％，34年71．5％，35年70．6％，36年69．7％と年々穀類の比率は低下して望ましい傾向を示している。



第14表 熱量の摂取構成（年次推移）
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（単位＝％）

総数　穀類　いも類　油脂類　豆類　動物性食品　野菜・果実　砂糖類　その他

次いで動物性食品が11．1％で前年の9．8％を上回り，以下豆類5．1％，野菜・果実類4．1％，油脂類3．0％，

いも類2．2％，砂糖類2．5％，その他3．9％となっている。

なお，年次推移をみると第14表のとおり，動物性食品，油脂類の比率が僅かながら増加しており食糧構

成は質的に改善されてきている。

蛋白質
蛋白質は穀類からの供給比率が40．9％で最も高く次いで動物性食品が38．8％を占めている。

豆類は11．1％で前年より低くなり，野菜果実5．7％，いも類1．3％，その他2．2％となっている。

年次推移をみると熱量と同様穀類，豆類の比率が年々低くなり動物性食品の割合が高くなっている。

第15表 蛋白質の摂取構成（年次推移） （単位＝％）

総数　　　穀類　　　いも類　　豆類　動物性食品　野菜・果実　その他

脂肪
脂肪の摂取構成は動物性食品からの摂取率が38．5％で，次いで油脂類24．7％，穀類14．5％，その他4．4

％，豆類14．1％，野菜果実2．7％，いも類1．1％となっている。

年次推移をみると穀類と豆類は低下しており，動物性食品と油脂類からの摂取割合は着実に伸びてい

る。

第16表 脂肪の摂取構成（年次推移）　　　　　（単位＝％）

年度

昭和33年
昭和34年
昭和35年
昭和36年
昭和37年

総類　穀類　いも類　油脂類　豆類　動物性食品　野菜・果実　その他

カルシウム

カルシウムの摂取構成は動物性食品から35．3％で最も高く次いで豆類24．2％，野菜果実18．2％，穀類

9．0％，海草類7．2％，その他4．6％，いも類1．5％となっている年次推移をみても余り大きい変化はみら

れない。
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第17表 カルシウム摂取構成（年次推移） （単位＝％）

昭和33年
昭和34年
昭和35年
昭和36年
昭和37年

総数　穀類　いも類　豆類　動物性食品　野菜・果実　海草類　その他

　ビタミンA

　ビタミンAは動物性食品およびバター，マーガリン等油脂類に含まれるビタミンAそのものと植物性食

品に含まれるカロチンとに大別されるが，37年度成績では動物性食品からの摂取割合は25．3％，次いで油

脂類2．0％となっており年次推移をみても第18表のとおり年々増加しているが，両方あわせてもビタミン

Aそのものとしての摂取割合は27．3％にすぎない，これに対して植物性食品からの摂取率は72．7％を占め

ている。

第18表 ビタシンAの摂取構成（年次推移）

年度

昭和33年

昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

摂取量（I．U．） 供給構成（％）

ビタミンAとし
て動物性食品か
ら摂取したもの

ビタミンAとし

て油脂類から摂
取したもの

カロチンとして

植物性食品から
摂取したもの

総数
動物性

食品
油脂類

植物性

食品

ビタミンB1

ビタミンB1の主な摂取給源は穀類で51．8％を占めている。

次いで動物性食品が20．0％，野菜果実14．5％，その他5．6％，いも類4．5％，豆類3．6％となっている。

第19表　　　　　　　　　　　ビタミンB1の摂取構成　（年次推移）　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

年度

昭和33年
昭和34年
昭和35年
昭和36年
昭和37年

総数　　　穀類　　　いも類　　豆類　　動物性食品　野菜・果実　その他

ビタミンB2

ビタミンB2の摂取給源は動物性食品が37．7％，穀類26．0％，野菜果実23．4％，豆類6．5％，その他5．1

％，いも類1．3％となっている。

ビタミンC

ビタミンCの主な給源は植物性食品であり，そのうち野菜類から64．0％，果実類20．0％，いも類10．7％
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第20表 ビタミンB2の摂取構成　（年次推移） （単位＝％）

年度 総数 穀類　いも類　　豆類　　動物性食品　野菜・果実　その他

第21表 ビタミンCの摂取携成（年次推移） 単位＝％

年度 総数　　　　いも類　　　　野菜　　　　果実　　　　その他

その他5．3％となっている。

4）食材料費
国民栄養調査でいう食材料費とは，摂取した全食品量について，購入，自家生産，貰いもの等の別を問

わず，すべて市場価格に換算して1人1日当りの平均を示したものである。

昭和37年度調査による全国1人1日当りの食材料費は142．85円（うち動物性食品の入手に要した費用は

43，90円）で前年度の125，60円を（＋）13．7％上回り，この数年における最高の上昇を示した。

なお，最近5年間の食材料費の年次推移についてみると第23表のとおりで，この1～2年は特に著しく上

昇しているが，この現象は食生活内容の実質的な向上のほかに，多分に最近の物価値上りの影響をうけて

いるものと考えられる。

第22表　1人1日当り食材料費および比率（全国）　　　第23表　　　　食材料費年次推移

総額

穀類

いも類

油脂類

豆類

魚介類

肉・卵・乳類

野菜類

果実類
　調味嗜好品

金額　構成比　対前年比

総額

穀類

いも類

豆類

魚介類

肉・卵・乳類

野菜類

果実類

その他
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食品群別摂取量並ぴに食材料費対前年比

食材料費

食品摂取量

穀類
い
も
類

油
脂
類

豆類 魚
介
類

肉
卵
乳

野
菜
類

果
実

第5図

食材料費の年次推移

食材料費（総額）

動物性食品費

　すなわち，食材料費の支出と実際に入手

できた食品量を各食品群別に検討してみる

と穀類は前年に比べて（＋）2．9％，野菜類

（＋）8．1％，果実類（＋）25．8％，いも

類（＋）8．7％と支出が増加したにもかか

わらず，入手量は穀類（－）3．1％，野菜

類（－）0．5％，果実類（－）5．0％，いも

類（－）16．0％いずれも減少しており，そ

の他食品でも豆類，魚介類は食材料費の支

出増に比べて入手量は僅かな増加にとどま

っている。

　しかし，このような物価値上りの大きい

なかにあって，肉，卵，乳等の動物性食品

や油脂類など栄養的に重要な食品が支出額

は（＋）30．3％，（＋）26．3％と大巾に増

加して入手量も（＋）12．1％，（＋）15．2

％と順調に伸びつづけていることは，国民

の全般的な生活水準の向上に加えてとくに食生活の改善や体位の向上に対する関心が高まってきたことに

よるものと考えられる。
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5）　栄養欠陥による身体症候

　1．全国的傾向

　昭和37年度における国民の栄養欠陥による身体症候の発現率は20．5％で前年度の発現率21．9％をわずか

ながら下回った結果を示した。

　なお，このような国民の身体症候の発現率は第24表のとおり，昭和33～34年は米の豊作を反映して米食

率が増大し米の精白度も高まったこと，また，緑黄色野菜が急激に減少したこと等に影響されてか24．4％

と高率であったが，この1～2年は漸次減少してきている。

　調査項目別にその発現状況をみると，最も高率に発現しているのはビタミンB1欠乏時の症候とみられる

けん反射消失とひ腹筋圧痛で9．3％，4．6％となっている。

　第24表　　　　身体症候の年次準移（全国）

有症率
貧血
口角炎
毛孔性角化症

けん反射消失
ひ腹筋圧痛
浮腫

　　　　　第6図

　　身体症候発現率

　　　　（全国・年次推移）

　　　　①　　毛孔性角化症 ④　　けん反射消失

　　　　②　　口角炎　　　⑤　　浮腫

　　　　③　　貧血　　　　⑥　　ひ腹筋圧痛

次いでビタミンA欠乏とみられる毛孔性

角化症は3．3％，ビタミンB2欠乏とみられ

る口角炎は3．2％でいずれも前年度有症率

に比べて若干ながら減少を示した。

　2．年令階級別発現率

　年令階級別に身体症候の発現候状況をみ

ると，有症率は年令の増すごとに高くなり，

特に貧血，けん反射消失，ひ腹筋圧痛，浮

腫にこの傾向が著しい。けん反射消失は5

才未満の2．4％から始まって20～24才で8．3

％，40才以上は13．9％と高率を示す。

　ひ腹筋圧痛も10～14才では3．0％である

が，20～24才は4．9％，40才以上では7．6％

に達する。

　口角炎は5～9才が4．8％で最も高く，

他の年令層では平均して約2．5％であり他

の身体症候と異なった発現状態を示してい

る。

　毛孔性角化症は5才未満では1．4％にす

ぎないが5～9才4．3％，10～14才5．2％，

15～19才4．5％と青少年層に平均して高率

にみとめられる。

　3．性別発現率

　性別に身体症候の発現状況をみると前年

度と同様に男子に比べて女子の有症率が高

く男子の16．6％に対し女子は23．8％となっ

ている。
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第25表 　身体症候の年令階級別発現率（5月）

有症率
貧血

口角炎
毛孔性角化症
けん反射消失

ひ腹筋圧痛
浮腫

第26表　身体症候の性別発現率

男 女

有症率
貧血
口角炎
毛孔性角化症
けん反射消失
ひ腹筋圧痛

浮腫

なお，症候別にみると，口角炎に限って男子の罹患率が高

く，女子の3．0％に対し男子は3．1％であり，その他の症候は

いずれも女子の有症率が高く，特に浮腫は男子の0．9％に対

し女子は4．2％と著しい差がみとめられる。

6）体位
体位が栄養状態の良否に大きく左右されることはよく知ら

れているが，戦争によって著しく低下した国民の体位は食糧

事情の好転によって逐年向上し，昭和28年頃にはおおむね戦

前の水準にまで回復し，その後も栄養摂取水準の上昇に伴なって順調に伸びつづけている。

特に成長期における青少年の体位向上はめざましいものがあり，本年調査の成績によっても栄養摂取量

が綜合してこの数年にみられなかった大巾な上昇を示したことを反映してか，又一段と青少年の体位は向

上し，前年度に一部年令層で伸び悩みの傾向がみられた10代の男女についても殆んどすべての年令層に身

長，体重の増加がみられた。

第7図
男子身長の昭和45年の推計値との比較

第8図
　　体位の年次推移（男子）

　　　　身長

　　　　　　　　　体重
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第27表の1 身 長　（男子）

年 令
全 国 生産者世帯
cm 対前年増減 cm 対前年増減

消費者世帯
cm 対前年増減

第27表の2 身 長　（女子）

年令
cm

全 国

対前年増減
生産者世帯

cm 対前年増減

消費者世帯
cm 対前年増減
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第28表　　　　　　　　　　　昭和45年の推計値と37年度の比較

　　　昭和45年の推計量（a）　　昭和37年度の実測値（b）　（a）－（b）

年令　　　身長（cm）　体重（kg）　身長（cm）　体重（kg）　身長（cm）　体重（kg）

男　　女　　男　　女　　男　　女　　男　　女　　男　　女　　男　　女

　特に第8図で明らかなとおり，この数年は12～16才にかけての増加が著しく昭和33年に比べて男子身長

は12～15才の年令層でいずれも3．3cmと大巾な増加を示していることが目立っている。

　一方女子の身長は順調に伸びているが，体重については，特に18～20才が前年に引きつづき0．66～0．40

kg減少している。

　なお，37年度の体位を栄養審議会が発表した昭和45年における体位の推計値と比較しても第28表のとお

りでかなり順調に伸びているといえよう。

7）血圧

　昭和37年度調査における血圧の平均値について性別，年令階級別にみると第9図のとおり最高血圧は男

子では40～44才までは余り大きな変化はないが，それ以後は年令とともに急激に上昇し，70才以上では

163mmHgに達する。

　女子は25～29才をすぎると年令の増すにしたがって男子を上回る上昇を示し70才以上では171mmHgと

なっている。

　最低血圧については，男女ともに年令の増すにしたがって上昇するが，その上昇率は最高血圧に比べて

緩慢である。

　また，血圧の状態を性別に比較すると60～64才までは男子は女子を上回るが，65～69才をこえると殆ん

ど変化はみられず，逆に女子は60～64才をすぎても僅かながら上昇をつづけて70才以上では男子の90mm

Hgに対し女子は92mmHgに達する。

　なお，血圧の平均値について年次推移をみるとこの数年間は大きな変化はみられない。
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　　第9図
　性別血圧平均値の比較

　　（全国5月）

　　男

　　　　女

最高血圧

最低血圧

　　　　（年令）

8）歯牙異常

　国民栄養調査では栄養欠陥調査と同時に欠損歯，う

歯等の歯牙疾患にどれくらい罹患しているかを調査し

ている。

　う歯の発生状況について33年からの年次推移をみる

と第30表のとおり，33年は男子71．5％，女子75．9％で

あったが35年は74．2％，78．5％，36年75．0％，79．4％

と年々増加の傾向にある。

本年度は男子が75．3％で前年の75．0％を若干上回っ

たが，女子は79．1％で前年の有症率79．4％に比べて僅

かに減少を示した。

　また，1人当りのう歯の数は男子5本，女子6本で

33年以来全く変化はみられない。

第29表　欠損歯の年次別発現率　　　　　　　　　　　　　　　　第30表　う歯の年次別発現率

年度
有症率　（％）　1人当り本数

男　女　男　女
年 度

有症率　（％）　1人当り本数

男　女　男　女

ただし，このう歯は処置歯，未処置歯にわけて，調査していないので，このうち何％くらいが治療され

ずに放置されているかについては明らかでない。

次に性別，年令階級別にう歯の発生状況をみると第31表のとおりすべての年令層において女子の方の有

症率が高く，特に25～39才においては男子と女子で約10％の差がみられる。

第31表 う歯の性別年令階級別発現率

平均
有症率　男　女

1人当り本数　男　女

また，年令別に有症率をみると，最も高いのは5～9才の年令層で男子90．5％，女子91．8％と高率を示

し全く正常なものは10％に満たない状態である。
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B　業態別成績

1）業態別1人1日当り栄養摂取量

　業態別に栄養摂取量を比較してみると消費者世帯はこの数年停滞気味の傾向にあったが，本年度はすべ

ての栄養素は一率に大きな伸びを示し，摂取栄養量は大巾に増加し生産者世帯に比べて，その栄養状態は

相当高い水準を示している。

　一方，生産者世帯においても各栄養素に若干の増加をみせているが，それらの栄養素を消費者世帯と比

較してみると熱量は159カロリーも多いけれどもその他の動物性蛋白質は22．5グラムで（－）7．3グラム，

脂肪は24．5グラムで（－）6グラム，その他カルシウム，ビタミンA，B2等も相当低い数値を示し生産者

世帯の栄養状態の改善には今後相当な努力が必要であることがわかる。

第32表 業態別栄養摂取量の比較

熱量

蛋白質　総量　動物性

脂肪

カルシウム

　　　　A
　　　　B1
ビタミン

　　　　B2

　　　　C

　　摂取量　　　　対前年比

生産者世帯　消費者世帯　その他の世帯　生産者世帯　消費者世帯　その他の世帯

　なお，消費者世帯の細分の中で最もバランスのとれた栄養素の摂取状態を示しているのは常用勤労者世

帯であり，次いで事業経営者世帯となっている。

　日雇・家内労働者世帯は年々改善されてきたものの，栄養摂取量はこれらのなかで最も低い水準にある。

（イ）生産者世帯

　熱量は2，186カロリーで全業態中最も高く全国平均を106カロリー上回っている。

　蛋白質は69．0グラム（うち動物性蛋白質22．5グラム）で前年に比べ（＋）0．6％，動物性蛋白質は（＋）

9．2％，脂肪は24．5グラムで（＋）7．9％，カルシウムは387ミリグラムで（＋）1．3％，ビタミンAは1，204

国際単位で（＋）12．4％，ビタミンB2は0．72ミリグラムで（＋）4．3％と増加しているけれども他の世帯

に比較すると全般的に低く，今後なお栄養構成の面で相当の改善をはかる必要があるといえよう。

　なお，ビタミンB1は1．03ミリグラムで前年の摂取量と変らず，ビタミンCは76ミリグラムで僅かに減少

している。

（ロ）　消費者世帯

　熱量は2，026カロリーで前年に比べ若干減少がみられる。

　蛋白質の摂取量は71．2グラムで前年に比べて大差はないが，動物性蛋白質は29．8グラムで前年に比べ

（＋）4．2％の増加を示している。
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脂肪の摂取量は30．5グラムで前年に比べ（＋）6．6％，カルシウムは410ミリグラムで（＋）2．2％，ビ

タミンAは1，409国際単位で（＋）5．9％，ビタミンB1は1．15ミリグラムで（＋）9．5％，ビタンB2は0．80

ミリグラムで（＋）3．9％といずれも大きい伸びをみせて他業態を上回っている。

次に5月調査において消費者世帯を細分調査した結果について検討してみると次のとおりである。

第33表 消費者世帯細分栄養摂取量 （37年5月）

摂 取 量
事業経営者世帯

常用勤労者世帯

日雇・家内労働者世帯

その他の消費者世帯

熱量
蛋白質｛総量　動物性

脂肪
カルシウム

ビタミンA

B1

B2

C

対前年比
事業経営者世帯

常用勤労者世帯

日雇・家内労働者世帯

その他の消費者世帯

事業経営者世帯

　熱量は2，068カロリーで消費者世帯中最も高い。蛋白質は73．4グラム，動物性蛋白質30．6グラム，脂肪

29．4グラム，カルシウム414ミリグラム，ビタミンA1，230国際単位，ビタミンB11．09ミリグラム，ビタミ

ンB20．83ミリグラム，ビタミンC74ミリグラムで，ビタミンB2が前年に比べて若干減少した以外はすべ

て増加している。

　常用勤労者世帯

　熱量の摂取量は2，026カロリーで前年と大差はないが，動物性蛋白質は30．8グラム，脂肪32．3グラム，

カルシウム426ミリグラム，ビタミンAは1，446国際単位，ビタミンB11．10ミリグラム，ビタミンB20．84ミ

リグラム，ビタミンC75ミリグラムとこの世帯の栄養構成は全業態中最もすぐれている。

　日雇・家内労働者世帯

　この世帯における熱量の摂取量は2，005カロリーで前年に比べ若干減少がみられる。

　蛋白質は67．6グラム（うち動物性蛋白質は25．4グラム），脂肪24．1グラム，カルシウムは382ミリグラ

ム，ビタミンA1，119国際単位，ビタミンB10．96ミリグラム，ビタミンB20．74ミリグラム，ビタミンC61

ミリグラムで前年に比べて動物性蛋白質，脂肪，カルシウム，ビタミンA，ビタミンB2等は前年摂取量を

上回っているが，すべての栄養素について摂取量は全業態中最も低い。

　その他の消費者世帯

　熱量の摂取量は2，003カロリーで前年摂取量を下廻り，全業態中最も低い。

　蛋白質は71．9グラム（うち動物性蛋白質29．5グラム）脂肪26．8グラム，カルシウム420ミリグラム，ビ

タミンA1，310国際単位，ビタミンB11．03ミリグラム，ビタミンB20．82ミリグラム，ビタミンC74ミリグ

ラムで動物性蛋白質，脂肪，カルシウムビタミンA，ビタミンB1，ビタミンB2等はすべて前年の摂取量を

上廻る伸びを示したが，その栄養水準は日雇，家内労働者世帯に次いで低い状態ある。
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（ハ）その他の世帯

　熱量は2，093カロリー，蛋白質70．2グラム（うち動物性蛋白質25．9グラム），脂肪23．8グラム，カルシ

ウム405ミリグラム，ビタミンA1，081国際単位，ビタミンB11．03ミリグラム，ビタミンB20．73ミリグラム，

ビタミンC68ミリグラムと前年に比べて大きな変化はみられず一般に伸び悩みの傾向を示している。

2）業態別1人1日当り食品群別摂取量

　食品摂取量を業態別にみると，まず生産者世帯は例年に比し米を含む穀類，いも類等が減少して油脂類，

動物性食品が徐々に増加するなど食品の種類，質的内容についても改善の傾向を見せはじめている。

　消費者世帯は前年度に引き続き油脂類，動物性食品，豆類の食品が順調に増加しているが野菜，果実類

は実質的な増加を示すに至っていない。

　消費者世帯の中で食糧構成が最もすぐれているのは常用勤労者世帯で事業経営者世帯がこれに次いでい

る。

しかし，消費者世帯の中でも低所得階層と考えられる日雇・家内労働者世帯は野菜・果実類・油脂類，動

物性食品等の摂取量は極めて低くその食糧構成は他業態に比べ低い水準にある。

（イ）生産者世帯

　米の摂取量は393．2グラムで前年に比べ若干減少したが，小麦は52．4グラムで前年に比べ（＋）6．5％増

加している。

第34表　帯用勤労者世帯と日雇・家内労働者世帯

の食品摂取率の比較　　　（1人1日当り）

常用勤労
者世帯
　（a）

　　米

大麦

小麦

甘藷

馬鈴薯

砂糖

油脂

大豆製品
魚介類

肉類

卵類
乳類

緑黄野菜
その他野菜

柑橘類
その他の果実

日雇・家内
労働者世帯　（a）／（b）
　（b）

いも類は62．9グラム，豆類67．5グラムと前年

摂取量を下回っているが，油脂類は6．4グラム

で前年に比べ（＋）14．3％，動物性食品も130．7

グラムで（＋）13．1％増となっている。

　野菜類では緑黄色野菜は46．4グラムで（－）

0.9％，その他の野菜135．1グラムで（＋）7．5

％，果実類は柑橘類・トマトが17．5グラムで（＋）

27．7％，その他の果実は48．3グラムで（－）23．9

％となっており，総量としては伸び悩みを示し

ている。

　（ロ）消費者世帯

　穀類の摂取量は417グラムで前年に比べ若干

減少しそのうち米は330．2グラムで（－）3．0％

減少したが，小麦が77．6グラムで（＋）4．9％

増となっている。

　いも類摂取量は49．0グラムで（＋）8．9％，

油脂類8．3グラムで（＋）13．7％，豆類は72．5グラムで（＋）3．4％，動物性食品193．5グラムで（＋）7．1

％と主要食品はいずれも大巾な増加を示している。

　また，野菜・果実類の摂取状況をみると緑黄色野菜は34．7グラムで（－）0．6％，その他の野菜は113．8

グラムで（＋）4．5％，柑橘類・トマト33．3グラムで（＋）10．3％，その他の果実54．7グラムで（－）10．9
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％と余り大きな変化はみられない。

　以上のように消費者世帯は食糧構成においても他の業態をはるかに上回る水準を示している。

　次に5月調査について消費者世帯を細分した各業態の食品摂取量を検討してみよう。

第35表　食品群別摂取量　　（消費者世帯細分37年5月）

食品群別 事業経営者世帯 常用勤労者世帯 日雇・家内労働者世帯
その他の

消費者世帯

米

大麦
小麦

甘藷
馬鈴薯
砂糖
油脂
味噌
大豆製品

魚介類

肉類

卵類
乳類
緑黄色野菜

その他の野菜
柑橘類トマト
その他の果実

事業経営者世帯

　穀類の摂取量は430．3グラム，いも

類39．5グラムで前年に比べて（－）2．5

％，（－）7．5％と減少している。

　油脂類は7．4グラム，豆類71．9グラ

ム，動物性8食品88．7グラムで前年に

比べ（＋）7．2％，（＋）5．3％，（＋）

4．8％と増加している。

　野菜，果実類についてみると，緑黄

色野菜は35．2グラム，柑橘類，トマト

は24．5グラムで（＋）2．6％，（＋）15．0

と前年摂取量を上廻っているが，その

他の野菜は121．5グラムで前年と変ら

ず，その他の果実は27．2グラムで（－）

27．9％と大きく減少している。

　常用勤労者世帯

　全業態中穀類の摂取量は最も低く，本年摂取量は405．5グラムで前年に比べ（－）2．7％減少している。

　油脂類は9．7グラム，豆類66．8グラム，動物性食品203．9グラムでいずれも（＋）12．8％，（＋）4．2％，

（＋）11．5％と前年摂取量を上廻っている。

　また，緑黄色野菜は35．3グラム，柑橘類トマト27．4グラムで（＋）5．7％，（＋）11．4％と増加してい

るが，その他の果実類は30．5グラム，その他の野菜は119．1グラムで（－）28．4％，（－）0．3％と減少を

示している。

　日雇・家内労働者世帯

　穀類の摂取量は432．7グラムで消費者世帯中最も高いが，前年に比べて（－）4．0％減少している。油脂

類は5．2グラム，豆類72．9グラム，動物性食品147．5グラムで前年に比べ（＋）13．0％，（＋）4．7％，（＋）

19．6％と増加し，食糧構成は相当改善されてきている。

　緑黄色野菜は37．4グラム・柑橘類，トマト13．0グラム，その他の野菜113．2グラムで（＋）5．6％，（＋）

58．5％，（＋）1．1％と増加しているが，その他の果実類は（－）14．6％の減少を示している。

　その他の消費者世帯

　穀類の摂取量は418．8グラムで前年に比べ（－）1．9％減少している。

　油脂類は6．9グラム，豆類75．4グラム，動物性食品181．0グラムで（＋）1．5％，（＋）7．6％，（＋）

10．7％といずれも前年摂取量を上廻っている。

　また，野菜・果実類については緑黄色野菜37．7グラム，柑橘・トマト25．9グラム，その他の野菜類
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118．0グラムで前年に比べて（＋）11．9％，（＋）30．8％（＋）4．7％と増加しているが，その他の果実類

は21．8グラムで（－）43．0％と大きく減少している。

（ハ）その他の世帯

穀類の摂取量は453．2グラムでこの世帯だけが前年に比べて（＋）4．1％増加している。

　いも類は57．0グラム，油脂類は5．3グラムで（－）38．2％，（－）11．7％と減少している。豆類は17．7

グラム，動物性食品146．7グラム，柑橘類・トマト19．1グラムで（＋）0．6％，（＋）9．3％（＋）35．5％

と前年摂取量を上廻ったが，その他果実類，緑黄色野菜，その他の野菜類はいずれも減少を示した。

3）食品群別栄養構成

業態別に各栄養素の食品群別摂取構成を検討してみると農村生活者を中心とする生産者世帯は都市生活

者を中心とする消費者世帯に比べて食品の栄養構成はかなり劣っているがこの1～2年は目立って改善さ

れている。

第36表　　　　　　　　　　　　熱量蛋白質脂肪の食品群別摂取比率（業態別）　　　　　　　　　（単位＝％）

食品群別
熱量

生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯

蛋白質

生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯

脂肪

生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯

総数

穀類

いも類

砂類
油脂類
豆類

動物性食品

野菜・果実

その他

熱量

生産者世帯は穀類から71．9％，摂取しているのに対し消費者世帯は65．8％であり，両業態とも前年の

73．2％，67．1％に比べて低くなっており，次いで動物性食品から生産者世帯8．1％に対し，消費者世帯は

12．7％で上廻っている。油脂類は消費者世帯3．4％，生産者世帯2．5％，野菜，果実類は消費者世帯3．5％，

生産者世帯1．6％となっている。

なお，5月に実施した消費者世帯を細分した各業態の熱量の食品群別摂取率をみると次のとおりである。

穀類からの摂取率の最も高い世帯は日雇，家内労働者世帯で71．1％を占めている。

次いでその他の消費者世帯が68．1％，事業経営者世帯67．2％，常用勤労者世帯64．5％となっている。

　また，動物性食品からの摂取率は常用勤労者世帯が13．5％で最も高く，次いで事業経営者世帯12．5％，

その他の消費者世帯12．1％，日雇・家内労働者世帯10．1％となっている。

第37表　　　　熱量の摂取比率（消費者世帯細分・37年5月）　　（単位＝％）

総数　穀類　いも類　砂糖類　油脂類　豆類　動物性食品 野菜果実 その他
　業態別

事業経営者世帯

常用労勤者世帯
日雇・家内労働者世帯
その他の消費者世帯
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蛋白質
蛋白質のうち動物性食品からの摂取率は消費者世帯が41．9％，次いでその他の世帯36．9％，生産者世帯

32．6％でいずれも前年を上廻っている。

　また，穀類からの摂取率は生産者世帯が46．0％で最も高く，その他の世帯42．9％，消費者世帯38．5％と

なっている。

脂肪

脂肪の給源となる主な食品は動物性食品，油脂類，豆類，穀類等であるが，そのうち動物性食品の占め

る割合が最も高く消費者世帯40．7％，その他の世帯37．4％，生産者世帯33．8％となっている。

　また，油脂類は生産者世帯と消費者世帯が24．9％，その他の世帯21．0％となっている。

穀類からの摂取率は生産者世帯17．1％，その他の世帯16．8％，消費者世帯13．1％でありその他の食品群

については業態問に大きな差はみられない。

4）業態別食材料費

昭和37年度の食材料費を業態別にみると消費者世帯が157，28円で最も高く，前年度に比べて（＋）11．5％

の増加を示している。

次いでその他の世帯が121．25円で前年度に比して（＋）10．8％増えている。

最も低いのは生産者世帯で117，37円で（＋）10．8％増となっている。

第38表 食品群別食材料費対前年比　（業態別） （昭和37年度）

金 額 対 前 年 比
全国 生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯　全国 生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯

総額

穀類

いも類

油脂類

豆類

魚介類

肉卵類

野菜類

果実類

調味嗜好品

　なお，最近5年間における食材料費の年次推移をみると第10図のとおり，各業態とも大体同じような傾

向で伸びているが，都市生活者を中心とする消費者世帯と自家生産物の依存度が高い生産者世帯との間に

は大きな格差がみとめられる。

　又，食品群別の支出構成をみると第34表のとおりで穀類を除く各品目で生産者世帯は消費者世帯をかな

り下廻っており，特に動物性食品と油脂類の差が著しい。

5）栄養欠陥による身体症候（業態別発現状況）

身体症候の発現状況を業態別にみると，その他の世帯が24．8％で最も高く次いで生産者世帯24．3％と高

率に発現しているが、それに比べて消費者世帯はかなり低く18．3％である。

前年度に比較すると，生産者世帯，消費者世帯ともに若干減少しているが，生産者世帯はまだ身体症候
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第10図
食材料費 （単位＝円） 食材料費年次推移（業態別）

年度
業態

常用勤労
者世帯

日雇・家内
労働者世帯

食材料費の年次推移（業態別）

常用勤労者世帯

日雇・家内労働者世帯

消費者世帯

全国平均

その他の世帯

生産者世帯

（年度）

第39表 1人1日当り食材料費および比率（業態別）

金 額 構成比 対前年比
生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯

生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯
生産者世帯 消費者世帯 その他の世帯

総額

穀類

いも類

油脂類
豆類
魚介類

肉卵類
野菜類

果実類

調味嗜好品

第40表 1人1日当り食材料および比率　（消費者世帯細分　37年5月）

金 額 構 成 比

事業経営者世帯 常用勤労者世帯
　　日雇・家内労働者世帯 その他の消費者世帯

総額
穀類

いも類
油脂類
豆類
魚介類
肉卵乳類
野菜類
果実類
その他

事業経営者世帯 常用勤労者世帯
　　日雇・家内労働者世帯 その他の消費者世帯
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の有症率において消費者世帯を大きく上廻っている。

　なお，各症候別にみるといずれの症候も生産者世帯は消費者世帯より高率であるが，特に著しい差のあ

るものは口角炎で消費者世帯の2．0％に比べて生産者世帯は2倍以上の5．6％となっている。

第41表　身体症候の年次推移（消費者世帯）

有症率

貧血

口角炎

毛孔性角化症

けん反射消失

ひ腹筋圧痛
浮腫

第42表　身体症候の業態別発現率

　　　　　　　　（消費者世帯細分・5月）

事業経営者世帯 日雇・家内労働者世帯

常用勤労者世帯 その他の消費者世帯

有症率

貧血

口角炎
毛孔性角化症

けん反射消失

ひ腹筋圧痛
浮腫

　次に最近5年間の年次推移をみると第41表のとおり，貧血，口角炎等は年々減少の傾向にあり，これは

この数年における動物性食品等の摂取増加によるものと考えられるが，ビタミンB1と関係の深いけん反射

消失は生産，消費の両業態ともに前年度に比べて発現率が高くなるなど減少の気配がみられない。

　次に5月調査における消費者世帯細分の結果についてみると各業態とも前年度に比べて有症率は低くな

っている。

　そのうち，日雇・家内労働者世帯が23．2％の有症率で最も高く，次いでその他の消費者世帯22．9％，事

業経営者世帯19．4％，常用勤労者世帯は17．2％で最も低い。

　なお，各症候別にみるとけん反射消失とひ腹筋圧痛が平均して8．2％，4．9％と高率であることが目立っ

ている。

　　　　　　第12図

業態別体位の比較（男）

　　　　　　　（年令）

　　6）　体位（業態別）

　生産者世帯と消費者世帯の身長，体重の対前年の

増減をみると殆んどの年令層を通じて増加がみとめ

られる。

　なお，消費者世帯は生産者世帯に比べて第12図の

とおり12～14才の年令層では身長，体重ともに大き

く上廻っているが，17～19才にかけて伸び悩みの傾

向にあり，身長は大差なく，体重は却って低くなっ

ている。

　次に女子についてみると前年度に伸ぴ悩みの状態

を示した生産者世帯の女子が本年は1～2の例外を

除くすべての年令層で身長，体重ともに増加し，特

に10～20才では消費者世帯の女子を上廻る増加を示

し，10代の後半における身長は消費者世帯の女子と
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優劣をつけ難い水準に達し，休重も10～20才では消費者世帯を上廻っている。

7）血圧（業態別）

昭和37年度の血圧平均値の成績を業態別に比較すると第13図のとおりで，業態間には特に大きな差異は

みとめられない。

ただ，60～64才をこえると消費者世帯は上昇率が鈍化するのに対して生産者世帯は消費者世帯を上廻る

上昇をつづけて70才以上では最高血圧168mmHg，最低血圧92mmHgに逮する。

なお，性別にみても男女間で特に大きい差はみられない。

　　　第13図 第43表－1　う歯の業態別発現率

業態別血圧平均値の比較

　　　　生産者世帯

　　　　消費者世帯

最高血圧

最低血圧

生産者世帯｛有症率 1人当り本数

消費者世帯｛有症率 1人当り本数

その他の世帯｛有症率 1人当り本数

男 女

第43表－2　欠損歯の業態別発現率

男 女

　　（年令）

生産者世帯｛有症率 1人当り本数

消費者世帯｛有症率 1人当り本数

その他の世帯｛有症率 1人当り本数

8）歯牙異常（業態別発生率）

歯牙異常を各業態にわけて観察してみると，う歯の有症率の平均値では消費者世帯の男子が76．2％で最

も高く，次いで生産者世帯は74．1％，その他の世帯71．3％となっている。

女子は消費者世帯が80．1％で最も高く次いでその他の世帯77．7％，生産者世帯77．4％であり，消費者世

帯は男女ともに最も高い有症率を示している。

C　国際比較からみたわが国の栄養水準

1）　国際比較からみた栄養状態

次に国民の栄養状態は諸外国と比較した場合にいかなる地位におかれているかを考察してみよう。

ただ，わが国が実施している国民栄養調査の如き消費統計は諸外国では行なわれていないので，外国の

ものはすべて食糧バランスシートから算出したものである。

　この食糧バランスシートとは，ある一定の期間内における食糧の各種目別の生産量，輸出量，在庫変動

等により食糧の総供給量を推計し，これから飼料用，工業用，種子用，減もう量等を差し引いて，その年

次に食糧として消費しうる純食糧の量を推計し，更に各食糧のもつ栄養量から国民1人1日当りの摂取量
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を算出したものである。

従ってバランスシートによる食糧供給量はあくまでも供給しうる量であって，かならずしも現実に消費

された消費量とは一致しないことに留意する必要がある。

第44表 1人当り年間食糧供給高 （単位＝㎏）

国名
食品名　豆類

アルゼンチン

オーストラリア

ブラジル

カナダ
セイロン
デンマーク

フランス
西ドイツ
ギリシア

インド
イタリア
日本
オランダ

ノルウエー
パキスタン
フィリッピン
アメリカ
トルコ

ユーゴ
イギリス
アラプ連合共和国

スイス

肉
　油脂　年次

　卵 　　魚

（注）1）世界経済統計年鑑1962版に伝る
　2）※印は暫定数字である

第45表 1人1日当り力ロリー

国 年

オーストラリア

ブラジル
カナダ
デンマーク
フランス
西ドイツ
インド
ギリシヤ

イスラエル
イタリア

日本
メキシコ

オランダ
ニユージーランド

ノルウエー

　熱量
総計 動物性食品の占め

る割合

蛋白質

パキスタン
フィリッピン
ポルトガル

南アフリカ
スペイン
スウエーデン
スイス
トルコ

アラブ連合共和国

アメリカ

ベネズエラ
ユーゴ

ペルー

パラグアイ

熱量
総計 動物性食品の占め

る割合

蛋白質年国

（注）1）世界経済統計年鑑1962版に伝る

　　　2）※印は暫定数字である
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　この食糧バランスシートの数値によると1人1日当り摂取熱量はニュージーランド，デンマーク，アメ

リカ，カナダ，オランダ，スイス等の欧米の諸国では3，000カロリーを上回る摂取量を示し，次いでフラ

ンス，西ドイツ，ギリシヤ，スウェ一デン，ノルウェー等が2，900カロリーを上回り，これら各国は蛋白

質についても，いずれも80～90gをこえる摂取状態を示している。

　パキスタン，インド，フィリッピンは2，000カロリーに満たず蛋白質も40～50g前後で最低位に属する。

このような国際的系列の中で，わが国の占める地

位をみてみると摂取熱量，蛋白質ともに，かなり低

位のグルーブに入っていることがわかる。

　もちろん，栄養の摂取量は体格，体質，気候条件

生活環境等のほかに経済条件によっても大きく左右

されるものであるから，単なる比較はできないとし

てもわが国の摂取量は欧米諸国に比べて著しく劣っ

ているといえよう。

　　　　　　　第14図

　　　　　日本の食事とアメりカの食事

　注）日本は37年度国民栄養調査により算出
　　　アメリカはFAO1960年資料により算出

2）国際比較からみた食糧消費

わが国の食糧消費傾向は国民所得の向上や生活水

準の上昇に伴なって緩慢ながら確実な向上をみせて，

穀類，いも類等の澱粉性食品を中心に栄養をとって

いた食生活の形態から漸次抜けだして，肉，卵，乳

等動物性食品，油脂，果実等の消費が増加しつつあ

る。

　しかし，国際比較の観点からみた，消費水準は第

15，16，17図にみられるとおり，非常に低い水準に

あることが明らかであり，これは唯単に所得水準

の低いことだけをもって説明できるものではなくこ

れには，日本人の食生活が欧米諸国に比ぺて，栄養

の給源が著しく米に偏している特異な食事形態であ

ることに起因しているものと考えられる。

　第15図
1人当り年間油脂の供給量

　　（国際比較）

デンマーク オランダ 西ドイツ ノルウエー イギリス
アメリカ イタリア ユーゴ 日本 インド フィリピン パキスタン

　　　（注）世界統計年鑑1962年版による

　すなわち，諸外国では，所得水準の向上によって食生活水準の上昇は一般には動物性食品の増加という

形であらわれるのに対してわが国では，米に対する嗜好，愛着習慣は他の国民が穀類に対してもつ嗜好と

は著るしく異なるものであるため，わが国経済の発展速度に比較して動物性食品の摂取水準は，緩慢であ

ったとも考えられるのである。

　なお，昭和37年度成績から食糧消費について考察してみると米を主とする穀類の消費は，この1～2年

は若干減少の傾向を見せはじめており，反面動物性食品が大巾な増加を示してきたことなどを併せ考察す

ると国民の食生活はようやく，米中心の食生活から抜けだして欧米諸国並に動物性食品の摂取増加という
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　第16図

　　　1人当り年間肉供給量

　　　　　（国際比較）

オーストラリア アメリカ アルゼンチン カナダ フランス イギリス デンマーク スイス 西ドイツ オランダ

ノルウェー ユーゴ トルコ 日本 パキスタン

　　　　（注）世界統計年間1962年版により作成

　　　　　　第17図

1人当り年間卵の供給量

　　　（国際比較）

アメリカ カナダ イギリス 西ドイツ オランダ スイス オーストラリア デンマーク イタリア ノルウェー アルゼンチン

ギリシャ 日本 フィリッピン ブラジル

　　　　　　　　　　　　　　　（注）世界統計年鑑1962年版による

形であらわれてきたものと推定される。
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